
































































であるが,同 時にそれまでに過 ごした生活様式を反映して現われるもので もある。母ザルは
それ自体きまざまの特徴をもちっつ,そ れぞれに異なる遺伝特性を子ザルに伝え,ま た日常




2.成 長 と成熟 における性差
成長 と成熟 の過程にお ける性差 を現す指標 として骨,歯,体 重等 の形態的 な特徴が一般 的
に用い られてい る(例 えば,石 川 ・山崎,1964;Hayama,1965;Swindleretal.,1982;
Hamada,1984;浜野ほか,1985)。この よ うな生物学 の指標か ら明 らか にされ る霊長類 の性
差は一般 的には雄 が雌 よりも大 きく,重 い とい つたところ にみ られ る。
マーモセ ッ トや クモザルにお け る性差 は通 常 とは逆に雌が大 きく(黒 川,1975),測定 さ
れた指標 によって も大 きな差異 があ り(池 田 ・葉 山,1964;Iwamoto,1971;Hamada,1982;
清水 ほか,1985),まナこ成長に伴 って増加す る指標 もあ り逆 の変 化を示す指標 もあ る(Ikeda
&Hayama,1963;Hamada,ユ982)。更 に,座 高 を指標 とした とき,ア カゲザル とヒ トに性
差が み られたに も関わ らず チンパン ジーにはみ られ ない(Gavan&Swindler,1966)など
同じ指標 を用 いて も種 を異 にす ると必ず し も同様 の性差 のみ られない こともあ りうる。
既 に述 べた ように,骨(Hayama,1965;Hamada,1984),歯(石川 ・山崎,1964;Swindler
etal.,1982;浜野ほか,1985),および体重(lkeda&Hayama,1963;Iwamoto,1971)等
にお いて性差 がみ られてい る。また,性 成熟 の開始 の直前 か ら体重 増加 の割合が雌雄 の違い
に よって異 な り,そ の違いが成 体にお ける雌雄 の特徴 となる こと(Glassmanetal.,1984),
あ るいはニホンザルにおい て歯 の萌 出と性成熟 の間 には一 定の関連 性が必ず し もみ られない
こと(和,1975)も明 らか に されている。男児 は女児 よ りも視 覚刺激に強 い興味 を示 し女 児
は男児 よ りも聴覚刺激に多 く反応す るばか りで な く,運 動能力 や親子 関係,あ るいは心理 学
的な側面 において も人間の乳幼 児 に性差が み られてい る(Hutt,1972)。以上 述べナこように,




しかしなが ら,形態 ・生態 ・生理および行動が相互に関連性をもちなが ら種の特徴を構成
し,ますここの諸特徴のなかにおいてさまざまの形で性差がみられることは当然のこととして
も,それ らの特徴や性差が相互にいかなる関連性を有 しているか,あ るいは例えば性差の大
なることが当該の種においてそもそもいかなる意味を有す るかについては未だに明 らかでは
ない。 例えばカニクイザルはマカカ属において 体重が最 も軽い種であるぼかりでな く,同





にとっては有利である。 ところが実際には,既 に述べナこように雄が雌よりも大 きい。 他方
で,体 つきが小 きく体重の軽い雌の方が雄よりも早 く性成熟に到達する(例えば,Swindler








多 くの霊長類 において体 の大 きさや体重,あ るいは手 足の長 さ等は出生後か ら順調に増加
し,丸 み を帯 びた頭部や身体,あ るいは音声 といっだ一 般に子供 らしさを示す きま ざまの特
徴 も次第に変化す る。あ る一定の発 達段階 に到 る頃 か らこれ らの変 化の速度 は減少 し・,遂に
はほ とん どみ られな くな る。大半 の霊長類は このプロセスのなかで性 的に成熟す る。そして
性差 は この性成 熟のプ ロセスにおいて次第 に明瞭 にあ らわれて くる。
当然 の ことで あるが,性 成 熟は さまざまの指標 によって明 らか に きれる(糸 魚川,1973;
和,1982)。一 般的には,歯 ・顎 ・骨等 を 指標 として(池 田 ・葉 山,1964;石川 ・山崎,
1964;Sirian旦ietal.,1982;Watts&Gavan,1982;浜野 ほか,1985),体重 ・性ホルモ
ン ・性器 の組織等 を指標 として(田 中 ・和,1964;Choetal.,1973;長ほか,1975;和,
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表1ニ ホ ンザ ル の 身体 計 測 に お け る性 比(♀/♂ ×100)(池田 ・葉 山,1964)。
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あ るいは性行 動 を含む行動 を指標 として(Michael&Wilson,1973;Itoigawa,1974;
Sugiyama,1976;Handen&Rodman,1980;Takahata,1980;Rostal&Eaton,1983),
きまざまの研究が これ遠でに なきれて いる。
表1は 高崎山 と小豆島 のサ ルにおいて地域 の違 いに よる形態 学的 な差異,お よび ここで取
り上げ られナこ全ての指標にお ける性差 の存在 を明 らか に示 してい る。.とりわけ,体 重 は二つ
の地域間に大 きな違 いのある ことを示 してい るが,同 時 に他 の指標 と比較 して体重が性差 を
現す最 も大 きな指標であ ることを も示 している。形 態の指標に よる地 域差や種 差につい ては
他 の研究 において も取 り上 げ られてい る(Ikeda&Hayama,1963;Hayama,1965;Gavan
&Swindler,1966;河合,1969;Iwamoto,1971;Glassma且etal.,1984;Hamada,1984)
が,こ こで は取 り上 げ ることをしない。
この表 か らみ ると,ニ ホンザ ルの 雌 は雄 より30パーセン ト近 くも体重 の軽 い ことがわか
る。体 重は他の指標 とは異 な り野外場面 におい て測定す ること も可能であ り(河 合,1969;
Mori,1979;長谷川,1983),成長 と成熟 とりわけ性成 熟を あらわす重要 な指標のひ とつで
ある と考 え られ る ところか ら,体 重 とその他 の指標 か らニ ホンザル等の性成熟 における性差
について次 に概 観す る。
図1は1964年に実施 されナこ高 崎 山ニホンザル の体重曲線で ある。 出生後か ら3.5歳の頃ま
で雄 と雌の間に差異 はほ とん どみ られないが,4。5歳,つ ま り4歳 の秋か ら以後に は性 の違







































図1高 崎 山 ニ ホ ン ザ ル に お け る 検 査 ザ ル の 体 重 曲 線(田 中 ・和,1964)。
失しほぼ横ばい となる。 ところが,雄はそれ以後 も体重増加 が継続して7,8歳の頃に至 って
初めて横ばいとなる。横ばいを迎える頃の体重をみると,雄においては13kgから15kg,雌
では10kg前後である。つま り,雌 の体重増加は4.5歳の頃に消失す るが,雄 はそれ以後も
体重増加が続 き7,8歳 に到 る迄の期間において増加した量だけ性差 となってあらわれる結
果 となっている。既に述べたように地域差はみ られているが,他 の研究において もまた基本
的には同様の結果が得 られている(河合,1969;Mori,1979;長谷川,1983)。
和(1975,1982)によるとニホンザルにおける性成熟のフ。ロセスは次の通 りである。
ニホンザルの雄は満3歳 の交尾期には精子形成のみ られる個体 もあるが,大 半のサルはな
お未成熟の状態を維持する。満4歳 を越え.る頃か ら睾丸が徐々に大 きくなるばか りでなく赤
みを帯びるようにもなり,ますこそれまで留まっていた鼠径部か ら陰嚢へ と次第に下降し,こ
の頃か ら1月にかけて短期間で急激に大 きくなる。交尾期の始まる頃には睾丸 の性細胞の数
が次第に増加し,同時に精細管の直径 も急速に増大する。以上のように,雄 の生殖器官は4
歳の交尾期の頃か ら急速に変化し精子形成 もみ られて次第に成体に近づいてい く。 この変化
はそれ以後 も継続し,体 つきや睾丸の形や色などが成体とほぼ同じになるのは7,8歳 の頃
か ら後のことである。生理的な性成熟に達してから1,2年 の間に行動上 の性成熟がゆっく
りと進行する(Rosta1&Eaton,1983)。また,ア カゲザルの未成体雄(3,4,5歳)に





ニホンザルの雌は2歳 の頃か ら卵巣が次第に大 きくなるが,3歳 の交尾期以前の段階にお
いて卵巣はなお未成熟で,し・か もエス トロゲンの分泌 も少ない(和,1982)。交尾期にはい
ると卵巣は急速にその働 きを強め,こ の頃に排卵のみ られる個体 も現れる。そのため,4歳




間 と同じく雌が雄よりも早 く性成熟に達すること,雌は性成熟に達してか ら初産を経験する
までに若干の時期のずれのあること,雌雄 ともに性成熟の最終段階においては極めて短期間
で性成熟に達すること,及 び完熟した成体に到 るのは性成熟に達しに後なお数年を必要 とす
ることなどがわかる。
4.雄 の生 活 史
ニホンザル集団において,多 くの雄は成体に到達する以前か ら自らの誕生し生育した集団
を離脱するといった特異な生活様式を有 している。これ らのサルは一般にソ リタリー,あ る
いは孤猿 と呼ばれている。研究の困難さか らソリタリーの生態については未だに十分に解明
されていない。
ところで,ソ ウタリー 化に先だって 雄の子ザルは成長 とともに 母ザルか ら離れて群れの
周辺で生活することが次第に多 くなるが,こ の現象は周辺化といわれる。 雄ザルの周辺化
は雄ザルばか りでな く雌ザルの 順位形成においても複雑な影響を及ぼす。 生後1歳 の頃ま
でに形成されナこ同年齢個体間の順位は母ザルの 順位と平行して 形成 きれ(Koyama,1967;
Norikoshl,1974;小山,1980),優位行動には21週齢の幼体において性差がみられている
(Norikoshi,1974)。3歳以上になると雄の子ザルは周辺化が進行し,同 年齢の雌雄問の順
位を測定す ることが困難 となるが,母 ザルから離れて単独で行動するため逆に雄の子ザル間
の順位を測定することが可能 となる(小山,1980)。このことは同時に,雌 の子ザルにおけ
る順位形成が思ザルや近縁の個体の影響を雄の子ザルよりも強 く受けることを意味す る。こ
のように,雄 ザルにおける生活史 の違いが順位形成 と維持における性差 となって現れている
ものと考えられる。このような性差は霊長類社会においてなん らかの生物学的意義を有して
いるが(滝 上,1970;黒川,1975),ニホンザルの社会構造 を明 らかにす るためには,群 れ
の内的要因のみならず外的要因について も十分に検討することが必要である(小 山,1980)。
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こともあ り(Kawaietal.,1968),群れとの関わ りを完全に失 っているわけで もない。
しかし,いずれにして も,ソ リタ リー化しナこ雄ザルが他の群れに入 り込んだ り,あるいは
繁殖期に群れに接近したり雌 との間で交尾を行 うことは既に勝山のサル以外にも観察がなき
れている(Sugiyama,1976)。他のサルが群れに接近しナこり侵入することを通常は殆 ど許さ
ないほど閉鎖的な集団を形成す るニホンザル等にあって,こ のような形で他の群れに入 り込
み,な んらかの遺伝特性をその集団の中に持ち込む雄ザルは,種 のレベルか らみると,遺伝
的多様性を促進する上で極めて重要な存在である。したがって,群 れに残って,あ るいは再
び元の群れに入り込んでその集団の維持 と変容に直接に関わる雄ザルとともに,ソ リタリー
の雄ザルはニホンザルとい う種の維持 と変容にとって大 きな意味をもっている。
ニホンザルにおいて集団か らの離脱の過程についての検討はなきれている(糸魚川,1973)
が,群 れを離脱するサルと残存する,あ るいは再び群れに入 り込むサルがいかにして決定 き
れるかは未だに明 らかではない。集団の大 きさ,集団成員の社会的関係,個 体の発達過程,
母ザルばか りでな くその他の血縁個体との関係,あ るいは母ザルの社会的位置などの内的要
因のみな らず雄ザルを群れの外に引 き寄せ る外的要因の検討 も必要である。
5.雌 の生活 史




体同士であっても出生 したばか りの子ザルを もつ母ザルが,た とえ一時的な集合でしかない
として も相互に集まっていわゆる母親 グルーフ。を形成すること(DeVore,1963)はヒヒばか




がみられる。アカゲザル幼体の攻撃行動は生後6ヵ 月を経過す る頃か ら次第に増加するが,
その後に雄ザルは雌ザルよりも多 く攻撃行動を示して性差が顕著 となることを図2は示して






雄ザルに多 く発現し,雄 ザルを特徴づける社会的行動として攻撃行動 と優位行動を挙げる
ことが出来る。これ らの行動をサル類の集団や社会を維持する縦糸 と考えるならば,母 ザル
による身体接触を伴 う行動は横糸にたとえることが可能である。両性ともに双方の行動を有
してその社会的関わりを維持していることは当然のことであるが,雌 ザルの有する多 くの行
動の中で身体接触をともない,同 時に雌ザルに最 も特徴的に発現する行動はグルー ミング行


























た頻度とグルー ミング行動を受 けた頻度を示している。成体雄ザルはグルー ミング行動を行
っすこ場合と受けた場合 との間に差異がほとん どみ られない。 ところが,成 体雌ザルは両行動
ともに成体雄ザルよりも多 く発現し,と りわけグルー ミング行動を行った場合が有意に多か












































図3ア カ ゲ ザ ルの 成 体 雄 と成 体:雌に お け る グ ル ー ミン グ行 動(Lindburg,1973)。
280
図4は グルー ミング行動を行 う場合 と受ける場合における性差を示 している。幼体(1:
0歳)が グルー ミング行動を行 うことの極めて少ないことは当然のことであるが,雄 ザルは
幼体期 を除 くと1歳齢(Y),2歳 齢(2Y),3歳 齢(3Y),お よび成体(A)に おいて,
グルー ミング行動を行 うこと,お よび受ける乙とともにそれほど大 きな変動がない。他方,
雌ザルにおいては,両行動が共に加齢にしたがって増加する。 とりわけ,グ ルー ミング行動
を行 うことが年齢の進行にともなって大 きく増加 し,成体に至って最大となる。
図3と 図4か ら,グルー ミング行動の発現はとりわけ成体雌ザルにおいて顕著にみ られ る
こと,お よび この行動の性差は2,3歳,つ ま り未成体の頃か ら次第に明白となり成体の雌




となどが明 らかにされている。この様に,成 体雌ザルがグルー ミング行動をいかなる個体に
向けるか,つ ま りいかなる個体との間にグルー ミング行動 という身体接触 を伴 う関わ りを有

















































図4ア カゲ ザ ルの グル ー ミン グ行 動 に お け る 性差(Lindburg,1973)。
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次に,繁 殖に関する資料(糸 魚川,1982;和,1982;安藤 ・鵜飼,1983;糸魚川 ・南,
1986)から,ニホンザルの雌における生活史の特徴について述べる。
性成熟のところで既に述べたように,ニ ホンザルの雌は4,5歳 の頃に発情し妊娠する。
翌年の春か ら夏にかけて,っ ま り満5,6歳 の頃に初産を迎えることが最 も多い。出産可能
個体のみを対象 として計算 きれた出産率は満5歳 以後に多少の変動を示しつつ も20歳までは
ほぼ安定して出産を継続し,15歳で80パー セン トに近い個体が出産し出産率はピークを迎え
るが,21歳以後になると出産率は極端に低下す る(糸魚川 ・南,1986)。このように,続 い
て翌年あるいは1年 おいて出産し,3年 間に2頭 の割合で5歳 から20歳までの15年間に平均
して10回前後の出産がニホンザルの雌にはみ られ るのである。繁殖か らみ ると,ニホンザル





す ることは霊長類社会の構造 を解明す る上で重要なことである。
6.幼 体の行動発達
図5は カニクイザル(雄58頭,雌68頭)に お ける出生直後か ら12週齢までの体重 曲線 であ





































979,617±799と,いずれの 時期において も雌雄には有意な体重差がみ られる(吉 田ほか,
1982)。この図によると,雌 雄 ともに体重が出生直後か らほぼ単調に増加す るばか りでな く,
その違いもほぼ同程度に 維持きれている。 っま り,出 生時において既に 雌雄間に差異があ
り,その後の体重増加がほぼ同じ割合で進行するのである。
さらに図5に おいて,5009の体重に到達するのは雄ザルにおいて6週 齢の頃であるが,









は出生直後の体重のみを指標 として論じたが,憐 差は単一の指標ばか りではなく指標閥の関
連性について も詳細に検討することが必要であるばか りでな く,同時に出生後にみ られる性
差であって も発生の初期段階まで遡って受精直後か らの発生の仕組みや経過,あ るいは性ホ
ルモンなど内分泌の働 きなど性分 化と関連を有す るさまざまの側面について総合的に検討し
なければな らない問題である。
図6は カニクイザルにおける位置移動の発達を示 している。出生直後の1-2週 齢におい



























婦 … 璽ノ 陶"や㎞
1。23・45・67-89610
1nfantAge,VVeeks
図6カ ニ ク イザ ル幼 体 の位 置移 動 の発 達 に お け る性差(南,1984)。
霊長類の行動発達と性差 283
9-10週齢まで性差は次第に大 きくなる。成長 ・成熟をあらわす指標 と考えられ る体重ぼか






生後2,3日 で早 くも子ザルは手のみを用いた動 きではあるが這 う行動を示す。前肢は後
肢よりも早 く発達し,前肢で身体を引っ張 り,結果 として這行が可能となる。また,前 肢の
みでにまたま近 くにある木の枝や濫の鉄棒等にしがみついた り,たまには伝ってよじ登るこ
ともある。この頃か ら子ザルは身近にある物体を手触し始める(長 谷川,1983)。実験室の
観察結果からも,およそ4日 齢の子ザルに腹臥位か ら支坐位へ と姿勢の変化がみられ ること
(竹下ほか,1983),あるいは1週 齢の頃までには這いつくば り,這 行が姿勢 と位置移動の
主なパターンである(鳥越,1984)ことなどが明 らか となっている。
1週齢の頃には,後 肢をも用いた這行が可能となり,2週齢を迎える頃になると手足のバ
ランスをかろ うじて保っナこままの未熟な歩行が出来るようになる。また,こ の頃には小 きな
木によじ登 ることも可能である。3週 齢の頃,子 ザルは歩行がかなり出来 るようになるが,
それでも未だ十分ではない。また,わ ずかな距離ではあるが独力で上 り下 りが出来るように




生後1ヵ 月を経過した子ザルは裟すます活発に動 き回るようになる。3ヵ 月の頃までには
位置移動 も順調に増加 し(南,1974),位置移動の発達(根 ケ山,1983,1984)からみても,
また姿勢保持や移動運動の様式(竹 下ほか,1983)や4点接地坐位(鳥 越,1984)からみて







以上述べすごように,生 後3ヵ 月の頃までに子ザルは運動,食 物摂取などにおいて母ザルに
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のみ依存した生活が終 りに近づき,やがて くる離乳に対する子ザルの準備が整って くる。
7..母子 接 触期 にお け る性差
既 に述べ たよ うに,ニ ホンザル等の幼体 におけ る生後初 期の行 動発達は1ヵ 月齢 と3ヵ 月
齢 の頃 に新 たな発達段階 に到達す る。次 に,子 ザルの出生後お よそ1ヵ 月間 の母子接触期 に
お ける母子 関係 の特徴 について概 観し,続 いて幼 体の性の違 いに よる初期 母子関係の差 異に
つ いて述べ る こととす る。
子ザ ルの出生後4,5日 間,母 ザルは移動 中,子 ザルに手 を添 え ることが多い。 しか し,
子 ザルの出生 後1週 間を経過 しに頃,約1.5メ ー トル の距離 を母ザルが子ザルに手 を添 えな
いで跳躍 しに とい う例 もある(前 田,1967)。まナこ,1週 齢 の頃,母 ザルが餌 をとってい る
と き等,子 ザルは母 か ら離れ よ うとし始 め ることもあ るが,し か しこの頃の母ザルは子ザル
の動 きに敏感に反応 し,子 ザルが離れ ない ように拘 きかか えた り,手 足 をつかま えて引 き留
め る。 この頃 の子 ザルはむしろ母 ザルに しがみついてい ることが多 く(Itdgawa,1973;南,
1974),母ザルは子ザル を抱 く,グ ルー ミン グを向け るな ど身体 を接触 させ ナこ関 わ りを もっ
て過 ごす ことが多い。 また,出 生直後 の子 ザルの身 体,こ とに生殖器の辺 りの臭い を嗅 ぐ行
動が母 ザルにしばしば観察 され るが,ニ ホンザルにおいて このよ うな行動は2週 齢 を経過 し
た子 ザルを もつ母ザルにはみ られな くな る(長 谷川,1983)。
3週齢 に入 ると,子 ザルは母 の腹部ばか りで な く,腰 部 に乗 って短 い距離 を移動す ること
もある。1ヵ 月 齢の頃,子 ザルは母ザルか ら離れ ることが次第 に増加 し,こ の頃 には母 ザル
が子 ザルを引 き止 め る,あ るいは連れ戻す行 動が急速に増加す る(Haコsen,1966)。む しろ,
子 ザル とは無関係に行動す る母ザル の後 を子ザ ルが あわてて追従す るといった行動が み られ
るよ うにな る。まナこ,こ の頃には,母 ザ ルが 自 らの手に負 えない子 ザルを威 嚇す る,あ るい
は噛む等の罰 を加 える行 動が増加す る(Je且senetal.,1973;EatoEetal.,1985)。
ほ とん ど常に身体 を密着 させていた母ザル と子ザルが子 ザルの出生後1ヵ 月 の問に,相 互
に密接な関わ り合いをなお も維持 しなが ら,離 れ る距離 と時 間の長 くな ることが この時期 の
特徴であ る。 同様 の ことは ブタオザル(Jensenetal.,1973)やベニ ガオザル(Rhine&
Hendy-Neely,1978)において も報告が な きれ てい る。母 子の身体接触 と母 子聞距離 の形成
に,や がては子ザ ルが大 きな影響 を及ぼす よ うに なるが,こ のよ うな生後初期 の発達段階 に
おいては母ザルが主 として関与す る(Hinde&Spencer-Booth,1967;Mitchell,1968;糸
魚川,1982;Eatonetal.,1986)。しか し,ベ ニガオザルにおいては必ず し も同じ結果が得
られてお らず(Rhine&Hendy-Neely,1978),この問題 に関す る種 の違 いによ る差異 に
ついて十分に検討 を加 える ことが必要で ある。
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アカゲザルにおいて母子間 のへだ た りと接近が経産 の母 ザルよ りも初 産の母ザルに多 くみ
られ る(Hooley&Simpson,1981)ところか ら,.母子接 触 と母子間距離 の発達変化には子
ザルの行動発達 ばか りでな く母 ザル の育児経験 も影響す るが,母 子接触 と母 子間距離 の発達
を含 む母 子関係 の変 化に母 ザルのいかな る経 験がいか に関与す るか については さらに多 くの
資料 が必要で ある。
図7は 出生 直後か ら10週齢まで のカニク ィザル幼体 のしが みつ き行動(clinging)と乳首
に関わる行動(sucking)にみ られ る性差 を示 してい る。 これ らの行動 はいずれ も出生直 後
の1,2週 齢 の頃か らその発現 に性差 がみ られ る(Minam三,inprep)。また,母 ザルの幼
体 を抱 く行動(embrace,図8),あるいは母子間 の身体接触 とへだ た りにお いて生後初期か




















































図8カ ニ ク イザ ル に お い て 母 の幼 体 を抱 く行 動 の 性差(南,1984)。
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アカゲザルの研究 にお いて,子 ザルの生 後1ヵ 月か ら3ヵ 月の頃にか けて,初 産の母 ザル
は雄 の子 ザルよ りも雌 の子 ザルを保護す る行動を多 く示す(Hooley&Simpson,1981)。
このよ うに子 ザルの性差 が母 子の関わ りに影 響を及ぼすばか りで な く,母 ザ ルの出産歴 の違
いが母 ザルの子 ザルに対す る関わ りに も違 いを もた らしてい る。また,母 ザルに対す る子 ザ
ルの行動において も性差がみ られ てい る(M量tchel1&Brandt,1970;Rosenblum,1974;
Ea士one亡a1,,1985)。しか し,パ タスモンキー と比較す るとカニ クィザルは性差が大 きく
(Seayetal.,1972),ここで述 べナこ性差 がはナこしてマ カカ属に共通 す る現象で あるか,ま
だ マカカ属 の中で種 の違い によって性差がいかに現 れ るか等については未だに明 らかで はな
い。
以上述べ たよ うに,子 ザル の性 の違 いによって出生直 後か らの子ザルの行動発達 と母子関
係,あ るい はその他 の社会的行動 にお いて違 いがみ られ るが,性 差に関す る この時期 の資料
は未だ に少 な く今後 の研究が必要 であ る。
8.母 子分離期における性差
出生後3ヵ 月頃までの子ザルの社会的発達にとって重要で,し か も顕著な変化は,子ザル
が母ザルか ら少しつつはなれて年齢の近いサルとの関わ りを急激に増加きせることである。
前年に出生した雄の子ザルは,次 の子ザルが新し く誕生する頃になると母ザルの近 くで生活
することを殆 どしな くなり,近 くに生活している姉との関わ りを多 くもつようになる。生後
1カ月半の頃か ら子ザルは同年齢のサルとの関わ りを もちはじめ,生 後2ヵ 月を経過する頃
には年齢の近いサルとの関わ りを急速に増加 きせる。このような子ザル相互の関わ りは,一
般に遊び(行動)と いわれ るが,遊 び行動とそこにみ られる性差については後で詳述するこ
とにす る。






2ヵ月の頃にも達す ると,母 ザルの 動 きに合わせて タイミング良 く母ザルの 腰部に飛び乗
り,かなり長時問の移動であっても母ザルの介助なしにしがみつくことが 出来るようにな
る。まナこ,この頃には短い距離であるならば母ザルを追って移動す ることも可能となる。
飼育ニホンザルの出生直後か ら1ヵ月齢頃までの期間において,母 子の最 も基本的な関わ
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りであった母ザルへのしがみつ きや子ザルを抱 く行動が減少する(南,1974)。同様に,飼
育下のアカゲザルにおいて も腹側位による接触,抱 く行動,乳 首への関わ りなどが生後3カ
月の周に急速に減少する(Harlow&Harlow,1965)。っま り,母子の身体接触の維持 と関
連のある行動はその発現が大 きく減少 し,それ以後 も極めて少ない状態が持続す る。




以上述べたように,子 ザルの日常生活における自立,母 以外の他の仲間への接近,母 子間
にみられ る相互に密着した関わ りの減少といっだ,い わば消極的な母子分離が子ザルの出生
か ら3ヵ月の問に徐々に進行する。しかし同時に,母 ザルによる子ザルへの攻撃行動の増加




図9は 野外に生息するニホンザルにおいて1メ ー トル以上の母子聞距離にみられ る性差を
示している。極めて僅かではあるが,出 生直後から性差がみ られ,生 後3ヵ 月の頃には更に
明白となる。この間において母ザルに接触を求める子ザルの行動は出生後3カ 月の頃まで雌
雄ともに大 きく減少するが,母 ザルに関わる子ザルの行動において性差が明 らかにみ られる
(図10)。母ザルか ら離れようとする子ザルを母ザルが手足をつかまえて引 き止める行動 と,
離れてしまった子ザルを連れ戻す行動において も,同 様に性差がみ られる(図11)。野外の
















































































以上のように,母子接触期 と母子分離期において母子関係は大 きく変化す るが,そ の中に






るが,2ヵ 月齢に達 した子ザルは先ず同年齢の仲間 との関わりを,次 いで年齢の近いサルと
の関わ りを次第に多 く持つようになる(前 田,1967;森,1974;小山,1977)。母子分離の
進行 と遊び行動の増加は相互に独立した現象であるが,実 際には同じ現象の表裏の関係にあ
る現象であり,と りわけ初期発達段階において この現象の生起は相補的な関係にある。
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図13ア カゲ ザ ル の マ ウ ン テ ィン グ行 動 の発 達 に お け る性 差(Suomi&Harlow,1975)。
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しアこ頃か ら性差が次第に顕著 となる。マウンティング行動は生後10ヵ月の頃には既に雌ザル
よりも雄ザルに多 く発現し(図13),ニホンザルにおいて1歳 齢の頃には極めて大 きな性差
を示すことは(BatonetaL,1986),この行動が雄ザルに特有な行動であると一般的に言わ
れ ることを明らかに支持している。このことは他の研究(森,1974)において も指摘きれて






















































図14ア カゲ ザ ル の取 っ組 み 合 い 遊 び(rough-and-tumbleplay)の
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図16ア カ ゲザ ルの プ レ ゼ ン テ ィン グ行 動 の 発 達 に お け る性 差
(Suomi&Harlow,1975)。
雄 ザルの行動 と比較 した雌ザルの行 動の特徴のひ とつは,他 のサル との関わ りか ら引 き下
が る,あ るいは退 く行 動が雄ザル よ りも多 く発現 す ることで ある(図15)。 同様に,劣 位の
行動で もあるプレゼンテ イング行動 の発達 において も生後10ヵ月の頃か ら明白な性差 がみ ら
れて い る(図16)。
グルー ミン グ 行動 も生後5ヵ 月を 経過す る 頃には 雌 の子 ザルに 圧 倒的に多 く発現 す る
(Harlow,1962)。マゥンテング行動 は雄 ザルにおけ る,そ して グルー ミング行 動 とプ レゼ
シティング行動は雌ザ ルにおいてみ られ る特有 の性行 動 として発現 す る行動 であ るが,初 期
発達段階 や未成 体 の時期において既 に これ らの行動 やその他の行動 の生 起に性差 がみ られ て
い る(Youngetal.,1982;Eatonetal.,1986)。この ことは,成 体の示す性行動 の発現す
る過 程 と も関連 して今後 の詳細 な検討 を必要 とす る。
未成 体雌ザ ルに しば しばみ られ る 母 ザルに 類似 し7こ関わ りを 幼体 に 向ける 行動(play-
mothering,例えば,Rowelletal.,1964;ChamoveetaL,1967;Lancaster,1971)が成
体雌 ザルによ る他 の子ザルに関わ る行動 となん らかの関連性 を有す るか,あ るい は雄 ザルに
よる子 ザルに対す る関わ り(Alexander,1970;Red三can&Mitchell,1973;Tayloret
al.,1978)との間に共通性が認 め られ るか は今後 の課題 であ る。
図17はアカゲザルの核家族 において,遊 びの きっか けとな った個体関係にお ける性差 を示
して い る。最初 の4週 間を経過す ると雄 の子ザルか らの関わ りに よって開始 され る遊 びが増
加 し,と りわ け雌雄 間の遊 びは極 めて多 く発現 す るが,こ の ことは子ザルの10ヵ月齢の頃ま







































































図17ア カゲ ザ ル の核 家族 に おい て 遊 び の きっか け と な った 個 体 関係 に
み られ る性 差(Suom三&Har1ow,1975)。
れ(Owens,1975;Mitchell,1979;Coelho&Bramblett,ヱ982),異性 間 よ りも同性 間に
お いて多 く遊 びがみ られ る(Koyama,1985)。
初期発達段階 にみ られ る遊 びは活動性 な ど子 ザルの個 体行動 の発達 と母 ザル との関わ りの
関数 として発現す る。 しか し・,遊 びの発現 には 性 の違い のほかに年齢や血縁,あ るい は母
ザルの順位 の違 いを も考慮 す ることが必要で あ り(Fedigan,1972;森,1974;Norikoshi,
1974;Owens,1975;小山,1977,1985;Gard&Meier,1977;Mitchell,1979;小山,
1982),遊びの性差 に関しては 体 の大 ききの違い等を含む他 の 要 因や遊 び行 動その ものの違
い,あ るいは種 や属 の違 い(Fed五gan,ユ972;Owens,1975;Rale三ghetaL,ユ979;Coelho
&Bramblett,1982;Rowell&Chism,1986)につい て も併せ て検討 す ることが必要で あ
る。
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BEHAVIORALDEVELOPMENTANDSEX
DIFFERFNCESINPRIMATES
TetsuhiroMINAMI
Amongnonhulnanprimatesindividualdiffere且cesarealconspicuousandimpor-
tantaspectofdailyHfe.Thus,socialgroupsfrequentlyco皿sistofindividualswho
varysharplyi且theirbehavioralandmorかhologicalcharacteristics.A皿o皿gthe
membersofaparticulargroupsexdifferencesareofte且presentiロmorphological
characteristicssuchasbodyweight,bo旦esize,toothstructure,andsoo旦.Ge且erally,
forexample,malesareheav圭erandIargerthanfemales.Suchdifferencesbetween
individualsarisefroma且interplayofgeneticandenvironmentalfactors.Mothers
makeanotablegeneticcontributiontothedevelopmentofaninfa且t'scharacteristics
asweUasanimportantenvironmentalcontributiontothesecharacteristicsthrough
theprocessofrearing.Inthispaper,literatureonthedevelopmentofsexdifferellces
inthebehaviorande¢ologyofprimatesisreviewedandtheliteratureonJapanese
monkeysisemphasized.
InJapanesemonkeys,maleindividualstypicallyleavetheirnatalgroup.Thereis
littleinformationonthebehaviorofsolitarylnales,dueprimarilytothedifficulties
inherentinlocatinga丘dobservingthesean三mals.Priortoleavingtheirgroupmale
infantsshowadecreaseintheirfrequencyofinteractionwiththeir皿othersand、an
lncreaseintheirfrequencyofi皿teractio且withothermales,wlloarelocatedinthe
peripheralpartofthegroup.1且contrast,fenlalesremainillrelativelycl6seproximity
totheirmothersformostof恥eirentirelife.Thesecontrastingpatterエ1sofsocial
interactionconst量tutethemostcharacteristicdiffere且cesbetw.eenmaleandfelnale
infants.Inorder亡ounderstalldsocialstructureinnonhumanprimatesitisthus
importaattoknowhowsexdifferencesin.lifehistoriesarerelatedtoboththe
maiRtenanceofandthechangesoccurringinestablishedgroups.
SexldifferencesinJapanesemonkeysarefou-dimmediatelyfollowingbirthi皿
welght,10comotion,andotherbehaviors.ThebehaviorofJapaneseInonkeyi且fallts .
changes且otablyatapproximatelyonemonthandagainatapproximatelythree
monthsafterbirth.Frombirthtoapproximatelyo且emohthofagetheinfantisill
almQstconstantphysicalcontactwithitsmother.DuringthistimesexdiffereRces
arepreselltininfantbehavior,infilialbehaviorsandinmatemalbehaviors.Fro血
apProxlmatelyonemonthtothreemonthsofagetheinfa且tandits皿otherbeginto
moveindependentlyofoneanother.Thespatialseparationbetweelltheinfa且tand
itsmotheristypicallymorepronouncedwheロtheinfa纂tismalerathertha皿female.
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Duringthistimesexdifferencesarealsopresentintheprocessesofnutritiveand
behavioralweaning.AtapproximatelythreemoHthsofagetheinfantbeginsto
consumesolidfood,anditincreasesinmasstotwiceitsbirthweight.
Playbehaviortypicallyappearsbetwee且oneandthreemonthsofageandisan
importantaspectofthesocialdevelopmentofinfants.Sexdifferencesinmacaques
havebeelldocumentedinvariousformsofplaybe.havior,includingthreat,mounting,
presentlngandrough-and-tumbleplay.Furtherstudiesarerequ量redtoclarifythe
natureofsexdifferencesinthesoc三alinteractionsofadultsandinthesoc量alplay
ofillfants.
